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カントと動力学の問題（Ⅰ） 
――「魂は…動力学的な、潜勢的な現前の関係にある」（K2, XXVIII. 2. 1. 756）―― 
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１『活力測定考』とライプニッツの「力動論」 
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うか？(魂はどのように始まったのか？魂の始まりとは der ortus animae？）、（３）死は生命の終
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わかる。実際｢講義」では｢大脳 cerebrum｣｢小脳 cerebellum｣｢延髄 Medulla oblongata」（ibid. 854）、
｢松果体 Zirbeldrüse」（K2, ⅩⅩⅧ. 2. 1. 755）｢脳梁 Corpus callosum」（ibid.854）｢皮質 Cortex」
（Metaphysik Dohna, ⅩⅩⅧ. 2. 1. 686）に触れている（Ud. S. 125 参照）。さらにカントは神経に
基づく｢脳の構造」に内在する組織のひだ、およびその絶えざる運動をも見逃してはおらず（MH, 
ⅩⅩⅧ. 1. 854f.）、また脳の損傷にさえ注意を向け、｢人間は脳の一部を失っても、それでも生
きている」（Metaphyik Dohna, ⅩⅩⅧ. 1. 686）と記している。カントによれば｢神経精神










































」（L1, ⅩⅩⅧ. 1. 
281）。｢脳」が｢魂｣そのものの｢場 Ort｣ないし｢座 Sitz」でないのは、｢魂の座」なるものを｢医者
medicus は見たためしがなかった」からであり、｢我々はそのような場をそれこそ直観すること
はできず、ただ脳が魂の座であると仮定しているにすぎない」（ibid. 282。Ud. 130 参照)ことに
なる。 
 しかしそれだけではない。「思考している間」も全身は作動しているのであり、｢われわれの
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注 
1 Axel Hutter: Das Interesse der Vernunft .S.19f., Felix Meuner Verlag 2003（以下 A.H と略記）参照。なお Choen: 
Kannts Theorie der Erfahruung (3.Aufl. Berlin)、および Kaulbach: Das Prinzip Handlung in der Philosophie Kants 
(1978,Berlin/New York) も参照されたい。 
2 『純粋理性批判』（KrV. B860ff.）参照。これ以降カントからの引用文には欧文略号、アカデミー版の巻
数および頁数を付すが、『純粋理性批判』については巻数および欧文略号は付さず、慣例に従って第Ⅰ版を

















Academie de Berlin et l’ ordre encyclopedique ou organisation de la science et de la langue dans les relations entre 
Kant et France（in: J.Ferrari, M.Ruffing, R.Theis, M.Vollet (eds.) Kant et France‐Knat und Frankreich. 2005 
Georg Olms Verlag. 以下 KF と略記）。 
11 前掲『カント辞典』項｢魂｣(銭谷秋生)参照。 







のは J. G. ヘルダーによる｢講義録」（ⅩⅩⅧ、1-166，839-961）だけであり、1770 年代については｢講義録
L1」（ⅩⅩⅧ、167-350）がある。また 1780 年代についてはムロンゴヴィウスによる｢講義録ⅩⅩⅨ、743-940）
が、1790 年代前後から 90 年代前半にかけては｢講義録 L2｣等がある(なお｢講義録 L」の L はライプツィヒ
の頭文字である。詳しくは岩波版「カント全集｣19 巻『講義録 1』｢解説（八幡英幸）」を参照されたい。 
14 Vgl.Udo Reinhold Jeck：Hat kant eine philosophische Gehirntheorie?（in: Die Akutualität der Philosophie 




16 Metaphysik Herder,Ud Anm.38(以下 MH と略記)参照。Ud S.121 も参照されたい。 
17 Haller,Albrecht von（スイス、1708-77）；生理学、解剖学、植物学、生理学の学者で、詩人でもある。
現代の神経学への道を開いた。 
18 『魂の器官について』では｢共通感覚中枢」に‘der gemeinsame Empfindungsplatz’というドイツ語が当
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てられており、また『視霊者の夢』（以下『夢』と略記。欧文略号 TGT）では｢魂の感覚中枢 sensorium der Seele」
という表現がなされている（TGT.Ⅱ, 339Anm.）。 
19 A.G.Baumgarten：Metaphysika, § 560, 198f. 
20 Pierre Kerszberg：Kant ou la cosmologie―comme philosophie première (.in：ANNES 1747‐1781 ―KANT ―
avant la critique de la raison pure. 2009. Paris. LIBRAIRIE PHILOSOPHIQUE J.VRIN. S.103)。 
